
第1層生活支援コーディネーターの
取り組みについて

第１層生活支援コーディネーター（仙台市社会福祉協議会泉区事務所） 相澤 徹



はじめに

★区役所、地域包括支援センター、市社協区事務所のCSW（コミュニ

ティソーシャルワーカー）として第１層生活支援コーディネーター

設置前から地域づくりの活動に関わらせていただいております。

★令和２年度より、仙台市が第１層生活支援コーディネーターを設置し

区役所障害高齢課、区内の地域包括支援センター機能強化専任職員

と協働・連携し、区内の地域包括ケアシステムの構築に取り組んで

います。



生活支援コーディネーターについて①

・仙台市内各地域包括支援センターの圏域を第2層圏域としています

（泉区は、12ヶ所地域包括支援センターを設置しています）

・仙台市では、市内の地域包括支援センターの機能強化（地域づくり、

生活支援サービスの充実、認知症の対応強化）を目的として、

「第2層生活支援コーディネーター」と「認知症地域支援推進員」

を兼ねる「機能強化専任職員」を配置しています。



生活支援コーディネーターについて②

・第1層生活支援コーディネーターは、令和2年4月より設置されて

おります。

・社会福祉協議会が今まで取り組んできた地域福祉推進のための

基盤を活用することが合理的なことから、仙台市社会福祉協議会

に設置の委託をしております。

・具体的には、仙台市社会福祉協議会 各区、宮城支部事務所に1名ずつ配置

しております。

・区事務所・宮城支部のCSW（コミュニティ・ソーシャル・ワーカー）が

兼務しています（事務所長代理・係長職）。



生活支援体制整備について （仙台市）
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第1層生活支援COの取り組みについて

ここから、具体的な取り組みについて

仙台市から委託されている

三者ミーティングを通じてご説明します



三者ミーティングについて

★泉区では、三者ミーティングが2種類あります。

★一つは、各包括ごとに障害高齢課、家庭健康課
の保健師等で実施している、地域課題の情報 交
換会（共有ミーティング）。

★二つ目は、ほぼ毎月（2月はお休み）実施し
ている、機能強化専任職員定例会です。



地域課題の情報交換会

★各地域包括支援センターごとに、社協の他、障害高齢課地域支援係

保健師と、家庭健康課保健師（それぞれ地区を担当している保健師）

援コーディネーター等が参加。

★各包括圏域ごとに、高齢・障害分野、子どもの支援、地域の健康

づくり（生活習慣病の地域ごとの傾向など）を話し合い、地域ごとの

取り組みに繋げています。

★この情報交換を通じ、いくつかの取り組みが生まれています。



取り組み事例①

★スーパーの店内放送を活用した地域包括支援センター

のPR放送、共通ポスターの掲示。

・コロナ禍で、包括のパンフの設置を断れる事例が多い

ことが分かり、店内放送を活用したPRは可能かと提案

がある。

・いくつかのスーパーと相談したが、ヨークベニマル様が手

をあげていただき、店内放送の原稿を第2層と協力して作

成し、店内放送で流していただく。

・共通ポスターを全包括、区役所と相談し作成、第1層生活

支援COが、本社に相談、各店舗の了解を得て店内の掲示

板に貼っていただき、PR活動を実施した。



取り組み事例②

★みんなスマイルプロジェクトの取り組み

・地域課題の情報交換会の意見交換の中で、高森地域包括支援センターの圏域では

生活習慣病、特に糖尿病に罹患している人たちが地域に多いということ共有され

ました。

・取り組み当初は、T-Caféという名称で、包括、障害高齢課、家庭健康課、社協が

協力し、生活習慣病に関する地域向けの研修会を開催し、取り組みを継続する予

定でした。

・ところが、新型コロナウィルス感染症が拡大し、研修会の開催が難しくなり、代替の取り

組みについて健康増進センター、児童センター等も参画し、泉ヶ丘地域で、健康づくり

マップを作製しました。

・令和4年9月には、マップを活用したイベントを、関係機関の他、地区社協や町内会等の協

力も得て開催することができました。





★マップについては、社協、包括、区役所

健康増進センターのスタッフが手作りで

作成しました。

★マップは、地域包括支援センター、コミ

ュニティセンター、児童センターや地域

の店舗に設置しました。

★次年度は、多世代交流メインとしたイベント

を開催予定です。



機能強化専任職員定例会

★毎月１回（２月は除く）、区障害高齢課地域支援係の保健師、各地

域包括支援センターの機能強化専任職員（１２名）、第１層生活支

援コーディネーター等が参加。

★各地域の活動状況の共有の他、年間で取り組み内容を設定し区役所

機能強化専任職員、第1層生活支援コーディネーター等が連携・協

働し取り組んでいます。

★機能強化専任職員が設置された、平成27年度より実施しています。



定例会での第1層生活支援COの役割

★CSWとしての活動を基盤とし、各包括圏域における地域

活動のフィードバックと、アウトリーチによる支援。

★それぞれの活動圏域の情報収集と発信。

※「地域活動応援隊だより」の発行

★機能強化専任職員の学びの場の提供（R4年度より）。

★年度内に3つ＋αの研修を実施。

※α分は、地域包括ケア推進課様の協力を得て、市民協働型フレイル

サポーター事業、アウトリーチ事業について勉強会を開催しました。



今年度は、話し合い＆投票で取り組み内容を決めました

グループに分かれて、定例会の場でどのようなことを学び合いたいか、
熱心に話合い、グループワークに取り組みました。



今年度は、話し合い＆投票で取り組み内容を決めました

発表した取り組み案で、何をしてい
きたいか、全員で投票して3つの取
り組みを決めました。



地域活動応援隊だよりの制作・発行①

・令和2年度のはじめ、緊急事態宣言発出などで、地域活動は全面中止し、

機能強化専任職員定例会も、4～6月まで中止となりました。

・皆さんが、どのように動いてよいかわからない状況の中、区役所と相談し

各地域包括支援センターの機能強化専任職員へアンケート調査を実施しま

した。

この時のアンケートは、電子メールで実施しました。
まだ、オンライン会議が普及する前でした・・
今だと、色々と活用してもっとよい取り組みが生まれ
たのかも・・・



地域活動応援隊だよりの制作・発行②

・アンケート調査の結果、コロナ禍の中、各地域でどのような動きをしているか、

活動の再開について、どのようなアドバイスをしたらよいかわからない等の

声が聴こえてきました。

・令和2年の7月から、定例会が再開し、コロナ禍での地域活動を応援しようという

主旨から、各地域の活動を地域包括支援センターの機能強化専任職員が取材し、

広報紙（A4表裏一枚）を発行し、各地域包括支援センターを通じ地域に配布す

る取り組みを開始しました。

地域の活動を応援したい！



第1号（vol1）令和3年1月発行

記念すべき創刊号です。区役所のお
力を借りて発行することができまし
た！
上の写真は、発行当時の区役所職員、
包括職員との集合写真です。
地域福祉の情報紙の取材を受けて表
紙にもなりました♪



現在も継続して発信しています（～vol7）

現在は、vol7まで発行して
います。
地域包括支援センターの皆
さんで、楽しく、中身の濃
い紙面を作っています。



認知症サポーターステップアップ講座の
取り組み①

・平成３０年度から「認知症サポーター養成講座」の修了者が、地域での活動に

繋がっていけるよう、各包括圏域ごとに開催した研修会（４～５回コース）の

実施しました。

・開催包括の機能強化専任職員だけではなく、他の圏域の機能強化専任職員も、

開催チームに加わり、企画、当日の運営補助を行いました。

・ コロナ禍の令和2年度は中止せざるを得ませんでしたが、令和3年度は、区役所

包括、社協だけではなく、地域の方々も企画に参加し実施しました！

☞ 自分の包括以外の地域の状況を知ることができたり、泉区全体としてこの事

業を推進しているという一体感を感じることができました。

⇒区域としての事業の推進



令和3年度の様子（向陽台）①

地域包括支援センターの機能強化専任職員を中心に、区役所、社協
のメンバーの他、地域のみなさんも熱心に企画会議に参加していた
だけました！



令和3年度の様子（向陽台）②

感染症対策を十分にしながら、たくさんの地域
の皆様の参加をいただき、熱心な話し合いをす
ることができました。
今は、町内会単位でこのような研修を実施して
います。



令和4年度の様子（泉中央）

令和4年度は、泉中央包括の圏域で実施しました。当事者や
そのご家族にも来ていただき、地域での認知症支援について
「こんなことができるよね！」と話し合いが楽しくできました。



おわりに

・行政、包括、社協と連携・協働することで、様々な取組みや、経験をさ

せていただいております。

・当然、このような取り組みには地域の皆様との関わりもあり、地域包括

ケアシステムの構築までのプロセスの中で、コーディネーターの役割を

ひしひしと感じています。

・今後も、行政、地域包括支援センター、地域の皆さんが、泉区に住んで

いて安心できる、仙台に住んでいてよかった、楽しいと思える、地域づ

くりを皆さんで力を合わせていきたいと思っています。



ご清聴ありがとうございました
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